
第５０号議案 

芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例及び芦屋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定について 

芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例及び芦屋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例を別紙のように定める。 

令和５年８月２８日提出 

                      芦屋市長 髙 島  崚 輔 

提案理由 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律による就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に

関する法律の一部改正に伴い、同法を引用する規定を整理する等のため、この条例を

制定しようとするもの。 
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芦屋市条例第  号 

芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び芦屋市家庭的保育事業等の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例  

 （芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正） 

第１条 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例（平成２６年芦屋市条例第２５号）

の一部を次のように改正する。 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（特定教育・保育の取扱方針） （特定教育・保育の取扱方針） 

第１５条 特定教育・保育施設は、次の各号に掲げる施設の区分

に応じて、それぞれ当該各号に定めるものに基づき、小学校就

学前子どもの心身の状況等に応じて、特定教育・保育の提供を

適切に行わなければならない。 

第１５条 特定教育・保育施設は、次の各号に掲げる施設の区分

に応じて、それぞれ当該各号に定めるものに基づき、小学校就

学前子どもの心身の状況等に応じて、特定教育・保育の提供を

適切に行わなければならない。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 認定こども園（認定こども園法第３条第１項又は第３項の

認定を受けた施設及び同条第１０項の規定による公示がされ

たものに限る。） 次号及び第４号に掲げる事項 

(2) 認定こども園（認定こども園法第３条第１項又は第３項の

認定を受けた施設及び同条第１１項の規定による公示がされ

たものに限る。） 次号及び第４号に掲げる事項 

(3) （略） (3) （略） 
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改正後 改正前 

(4) 保育所 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和

２３年厚生省令第６３号）第３５条の規定に基づき保育所に

おける保育の内容について内閣総理大臣が定める指針 

(4) 保育所 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和

２３年厚生省令第６３号）第３５条の規定に基づき保育所に

おける保育の内容について厚生労働大臣が定める指針 

２ （略） ２ （略） 

（特定地域型保育の取扱方針） （特定地域型保育の取扱方針） 

第４４条 特定地域型保育事業者は、児童福祉施設の設備及び運

営に関する基準第３５条の規定に基づき保育所における保育の

内容について内閣総理大臣が定める指針に準じ、それぞれの事

業の特性に留意して、小学校就学前子どもの心身の状況等に応

じて、特定地域型保育の提供を適切に行わなければならない。 

第４４条 特定地域型保育事業者は、児童福祉施設の設備及び運

営に関する基準第３５条の規定に基づき保育所における保育の

内容について厚生労働大臣が定める指針に準じ、それぞれの事

業の特性に留意して、小学校就学前子どもの心身の状況等に応

じて、特定地域型保育の提供を適切に行わなければならない。 

 （芦屋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正） 

第２条 芦屋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年芦屋市条例第２６号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（保育の内容） （保育の内容） 

第２６条 家庭的保育事業者は、児童福祉施設の設備及び運営に

関する基準（昭和２３年厚生省令第６３号）第３５条に規定す

る内閣総理大臣が定める指針に準じ、家庭的保育事業の特性に

第２６条 家庭的保育事業者は、児童福祉施設の設備及び運営に

関する基準（昭和２３年厚生省令第６３号）第３５条に規定す

る厚生労働大臣が定める指針に準じ、家庭的保育事業の特性に
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改正後 改正前 

留意して、保育する乳幼児の心身の状況等に応じた保育を提供

しなければならない。 

留意して、保育する乳幼児の心身の状況等に応じた保育を提供

しなければならない。 

   附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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 参 照 

芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例及び芦屋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正要綱

１ 改正の趣旨

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律による就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に

関する法律の一部改正に伴い、同法を引用する規定を整理する等のため、この条例

を制定しようとするもの。

２ 改正の内容

（1） 芦屋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部改正（第１条関係） 

ア 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（認

定こども園法）第３条の項の繰上げに伴う引用条項の整理（第１５条） 

イ 保育所保育指針の制定権限が厚生労働大臣から内閣総理大臣に移ったことに

伴う規定の整理（第１５条及び第４４条） 

 (2) 芦屋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正（第２条関係）

    (1)イと同じ 

３ 施行期日 

  公布の日 
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 第５０号議案説明資料 

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律新旧対照表（令和５年９月１６日施行） 

（下線部分は、改正部分） 

改正後 改正前 

(幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定等) 

第３条 （略） 

２～６ （略） 

７ 指定都市等の長は、第１項又は第３項の認定をしようとす

るときは、その旨及び次条第１項各号に掲げる事項を都道府県

知事に通知しなければならない。 

８・９ （略） 

１０ 都道府県知事又は指定都市等の長は、当該都道府県又は

指定都市等が設置する施設のうち、第１項又は第３項の当該 

都道府県又は指定都市等の条例で定める要件に適合している

と認めるものについては、これを公示するものとする。 

１１ 指定都市等の長は、前項の規定による公示をしたときは、

速やかに、次条第１項各号に掲げる事項を記載した書類を都 

道府県知事に提出しなければならない。 

(幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定等) 

第３条 （略） 

２～６ （略） 

７ 指定都市等の長は、第１項又は第３項の認定をしようとす

るときは、あらかじめ、都道府県知事に協議しなければならな

い。 

８・９ （略） 

１０ 指定都市等の長は、第１項又は第３項の認定をしたとき

は、速やかに、都道府県知事に、次条第１項に規定する申請

書の写しを送付しなければならない。 

１１ 都道府県知事又は指定都市等の長は、当該都道府県又は

指定都市等が設置する施設のうち、第１項又は第３項の当該

都道府県又は指定都市等の条例で定める要件に適合している

と認めるものについては、これを公示するものとする。 

１２ 指定都市等の長は、前項の規定による公示をしたときは、

速やかに、次条第１項各号に掲げる事項を記載した書類を都

道府県知事に提出しなければならない。 
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